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下総における弥生時代後期、「印手式」の変遷と土器様相の検討
小林　嵩
はじめに
東日本において、弥生時代後期から古墳時代前期という移行期に、地域社会の中でどのような変動
があったのかを論じることを研究の大きなテーマとしている。しかし、それらを論じる前提となる南
関東における弥生時代後期～古墳時代前期の土器編年に関しては、再構築の必要性が説かれている。
筆者は現在、東日本の中でも特に下総地域を主な研究対象としている。弥生時代後期の下総地域には、
久ヶ原式や弥生町式とは異なる土器群の存在が古くから指摘されてきた。それらの土器群は「印手式」
1）等と呼称され、これまで多くの研究が積み重ねられ、現在その変遷に関しては整理されつつある。
しかし、下総地域の該期の土器様相は複雑であり、小地域に限定的な型式が提唱されている 2）。その
ような土器群は数多くあると考えられ、それらの系統の整理と編年の検討という段階には至っていな
い。また、そうした小地域に見られる型式研究の前提となる既存の変遷案に関しても、若干の疑問点
が提示されており、検討の余地が残されている。最終的に、遺物・遺構等を含めた総合的な視点から
地域社会を論じることを目的としたいが、まずは既存の変遷案の諸問題を検証し、変遷案の精緻化を
図ることを本論の目的とする。また、｢印手式｣ が分布する下総地域全体を対象とした論考は少なく、
各地域における ｢印手式｣ の様相についても不明確な点が多い。変遷案の諸問題を検討し、それを踏
まえた上で、どの時期にどのような土器が分布しているかを検討していくことも本論の目的である。
1. 研究の現状と問題点の整理
｢印手式｣ の研究に関しては近年、主に高花宏行氏や小玉秀成氏によって深められている（高花
1999・2000・2001・2003・2006・2007a・b、小玉 1998・2004・2006・2007・2008・2009）3）。高花氏
は 1999 年に印旛沼周辺地域の土器をⅠ～Ⅳ期に分けて変遷試案（図 1・2）を提示した。2007 年には
茨城県南部において弥生時代後期土器の編年研究を行っている、小玉氏との比較の中で、Ⅰ期とⅣ期
をそれぞれ a・bに細別し、従来の変遷案を修正している（高花 2007a）。高花氏の一連の研究により、
下総地域における「印手式」の変遷案についてはほぼ確立されていると言って良い。しかし、高花氏
や小玉氏が指摘しているように、印旛沼周辺地域の弥生時代後期の土器様相は複雑であり、それらの
系統の整理と編年の検討は重要な課題である。
しかしながら、その前提となる高花氏の変遷案には、幾つかの疑問点が提起されている。高花氏の
変遷案に対し小玉氏は、高花氏がⅣ期の指標とした、口縁部に突起を有するものを指標とすると、霞ヶ
浦周辺ではそのような土器を伴う遺跡が急増するのに対し、印旛沼周辺地域では極端に遺跡数が減っ
てしまうと、疑問を投げかけている（小玉 2007）。Ⅳ期の指標としたE類以外にも、Ⅳ期に存続した
土器群がある可能性は小玉氏により指摘されており（小玉 2007・2009）、｢臼井南式｣ 4）（高花 2001）
の系列に属するものとして指摘されている。他にも、高花氏の提示した変遷案（高花 1999・2007）には、
その変遷上の位置が明確に提示されなかったものもあり、近年増加した資料からそれらの位置付けを
検討し、変遷観それ自体にも部分的な見直しが必要であると考える。
また、下総地域には弥生時代後期を通して、霞ヶ浦周辺に分布の中心がある土器群が確認されてい
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第 1図　高花氏による変遷試案（1）
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第 2図　高花氏による変遷試案（2）
67
第 3図　小玉氏による変遷案（1）
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第 4図　小玉氏による変遷案（2）
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る。これらの資料は「臼井南式」とは系統を異にするものである。霞ヶ浦周辺の弥生土器については、
小玉氏によって口縁部形態の変化からその変遷案（図 3・4）が提示されている（小玉 2008）。高花氏
と小玉氏の変遷案の対比は両氏によって行われているが、補足的な検討が必要であると考える。
高花氏はこれまで自身の論考の中で印旛沼周辺を取り上げることが多かったが、千葉県北西部や北
東部の様相については、あまり触れられていない。そのような各地域の土器様相の基礎的な把握も課
題である。
なお、本論で使用する時期区分や分類基準に関しては、高花氏の論考（高花 1999・2007a）と小玉
氏の論考（小玉 2008）に準ずることとする。対象とする地域は ｢印手式｣ が主体的に出土する下総
地域の住居跡一括資料を主な対象とした。また、下総地域において ｢印手式｣ が出土する遺跡は 159	
遺跡を数える。その中でも代表的な遺跡の分布図を示し、地域区分 5）を示す（図 5）。検討に使用し
た報告書は多岐に亘るため、一括して別表に記載した（表 1）。
2. 変遷の諸問題の検討
　高花氏によって提示された変遷案（高花 1999・2007a）に対し、近年増加した資料も加えつつ、
幾つかの再検討を行いたい。その後、高花氏と小玉氏の変遷案の対比について検討する。また、小玉
氏が高花氏の変遷案の疑問点として挙げている、Ⅳ a期以降の E類以外の土器群について検討を加
える。
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1:上座矢橋遺跡　2:間野台遺跡･臼井南遺跡群　3:江原台遺跡･吉見台遺跡　4:小屋ノ内遺跡　5:石川阿ら地遺跡･六崎貴舟台遺跡･八木宇廣
遺跡･高岡大福寺遺跡　6:夏見大塚遺跡　7:道地遺跡･船尾白幡遺跡　8:上谷遺跡･栗谷遺跡･先崎西原遺跡　9:上ノ山遺跡･権現後遺跡･川崎
山遺跡　10:鎌苅遺跡･向辺田遺跡　11:荻原長原遺跡　12:猪鼻城跡･戸張作遺跡　13:城の腰遺跡　14:台方下平Ⅰ遺跡　15:長田和田遺跡　
16:東峰御幸畑西遺跡　17:関戸砦跡　18:道庭遺跡　19:呼塚遺跡･中馬場遺跡　20:笹原遺跡　21:苅込台遺跡　22:向台Ⅱ遺跡　23:幸田原遺
跡　24:岡発戸新田貝塚　25:国府台遺跡　26:稔台遺跡　27:あじき台遺跡･谷津堀遺跡A地点･大台遺跡　28:鴇崎天神台遺跡　29:長部山遺跡
　30:地々免遺跡　31:白井長谷遺跡･ササノ倉遺跡　32:阿玉台北遺跡（カシミール3Dを用い作成）
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千葉県北西部
印旛沼西岸
印旛沼南岸
印旛沼東岸・山武郡・九十九里
都川流域
千葉県北東部
第 5図　遺跡分布図
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1）頸部に輪積み痕を施す土器群（F3類・G類）の変遷について
印旛沼周辺に特徴的に出土する土器群として、北関東に特徴的な胴部に附加条縄文を施し、頸部に
は南関東地方に特有な多段の輪積み痕を施す、両者の折衷的な土器群が挙げられる。これらを高花氏
はF3類と分類し、胴部まで輪積み痕が施されているもの（以下、便宜的にF3類古と呼称する）をⅡ期、
輪積み痕が口縁部に集約されているもの 6）（以下、便宜的にF3類新と呼称する）をⅢ期と位置付け（高
花 1999・2007a）、主に南関東系の甕の型式変化との対比からその時期差が論じられた。下総地域の
土器から時期差を提示した例が限られていたことから、本稿では具体例を提示したい。印旛沼西岸に
位置する上谷遺跡A060 では、Ⅱ期に特徴的なH2類と、F3 類古（図 6-1･2）が一括して出土している。
Ⅲ期に特徴的な資料としてはC2 類や C3 類を挙げることができる。印旛沼西岸の荻原長原遺跡 20 号
住居跡ではF3類新とC2類の共伴事例（図 6-3･4）が、江原台遺跡 042住ではF3類新とC3類の共伴（図
6-5･6）が確認され、F3類古から F3 類新への移行は妥当であると考える。
他に頸部に輪積み痕を施すものとして G類がある。G類は F類とは異なり胴部に附加条縄文を施
さないものとされる。高花氏は G1 類（胴部まで多段の輪積み痕を施すもの）・G2 類（輪積み痕が
磨り消されるなど痕跡的になるもの）に分類している。しかし、G1 類は F類と同様に、胴部までの
輪積み痕から口縁部へ集約していく変遷が考えられている。具体的に栗谷遺跡 I008 では、胴部まで
輪積み痕を施すもの（以下、便宜的に G類古と呼称する）が、Ⅱ期に特徴的な F3 類古と共伴（図
6-7･8）し、上ノ山遺跡 1号住居跡では口縁部に輪積み痕が集約したもの（以下、便宜的に G類新と
呼称する）が、Ⅲ期に特徴的な C3 類と共伴（図 6-9･10）している様子が確認でき、G類に関しても
F3類と同様の移行が追認された。
2）F3 類・G類の分布について
Ⅱ～Ⅲ期におけるF3 類や G類の出土は、印旛沼南岸に集中し、若干量印旛沼北岸にも出土するこ
とが指摘されている（高花 1999）。ここでは両者の分布状況について補足しておきたい。
F3 類古の出土例は、その分布域が印旛沼南岸に集中し、印旛沼西岸にも分布が確認される。数は
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第 6図　F3 類 ･G 類の変遷（共伴事例）
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少ないものの、都川流域の城の腰遺跡でも確認されている。しかし、それ以外の下総地域での確実な
出土例は今のところ確認されていない 7）。それに対して F3 類新は、ほぼ下総地域全域において分布
が確認されるようになる。G類の分布状況は F3 類と類似しており、G類新は数少ないものの、下総
地域全域で出土例が確認されるのに対し、G類古は、印旛沼周辺（南岸・西岸・都川流域）にその出
土が限られる。
Ⅱ期の指標とされるF3類古の分布域については、これまでの指摘を変更すべき点はない。ただし、
G類古の分布域はF3類古と同様である点、Ⅲ期の指標となるF3類新・G類新の分布域が、Ⅱ期と比べ、
これまで指摘されていたよりも広い範囲に分布するようになることを指摘しておきたい。
3）F2 類・F3´類について
頸部に輪積み痕を残す土器群として、F3 類以外に F2 類と F3´類とされたものがある。これらの
変遷上の位置付けは、Ⅱ期とされている（高花 1999）。しかし、上述した検討結果を踏まえると、な
お検討の余地があると考える。
F2 類は、F3 類の輪積み痕部に縄文が施文されるものと定義されている。高花氏により、F2 類は
Ⅱ期に位置付けられている。しかし、下総地域においてその出土例を検討すると、輪積み痕に縄文が
施文される例は、口縁部に輪積み痕が集約されたⅢ期と考えられる段階のもの（栗谷遺跡A072・権
現後遺跡D004 等）が主体を占め、F2類は共伴遺物からもⅢ期に主体的であると考える（図 7-1･2）。
F3´類は頸部に結節文が施されるもの、と定義されている。F3´類に関しても、現状で出土例
を検討する限り、F2 類と同様に口縁部に輪積み痕が集約されたものが主体を占め（例：先崎西原遺
跡 14 号住居跡・栗谷遺跡A064 等）、共伴遺物からも F3´類はⅢ期に主体的であると考える（図
7-3･4）。
上述したように、Ⅲ期に位置付けられているF3類新・G類新はほぼ下総地域一帯に確認されるが、
F2類も同様の分布傾向を示す。F3´類の分布は限られ、印旛沼南岸及び西岸に限られている。また、
詳細は後述するがF2類・F3´類共にⅣ期以降もその出土が確認される。
4）D1類・D2類について
D類は高花氏により、素口縁で胴部に附加条縄文を主とした縄文が施文されるもので、頸部が無文
のものとされる（高花 1999）。その中では、D2´類はⅢ期と位置付けられたが、D1 類及びD2 類に
ついては、その変遷上の位置について言及されなかった為、検討を行いたい。D1類は、江原台遺跡
010 住等で、Ⅲ期に特徴的とされるH3 類・G類新との共伴が確認されており、Ⅲ期に主体的である
と考える（図 8-1 ～ 3）。また、D2類については、吉見台遺跡B地点 17 号住居跡等でC3 類との共伴
が確認され、こちらもⅢ期に主体的に認められる（図 8-4･5）。また、D1・D2・D2´類の分布は印旛
21 3 4
栗谷遺跡 A072 権現後遺跡 D004
先崎西原遺跡 14 号住居跡
栗谷遺跡 A064第 7 図　F2 類 ･F3` 類
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沼周辺（南岸・西岸・都川流域・東岸）に認められ、千葉県北西部や北東部での確実な例は今のとこ
ろ確認されていない。
以上、高花氏の論考（高花 1999・2007a）について、幾つかの問題点を検討し、変遷案と土器の分
布状況について若干の検討を加えた。それらをを踏まえ、霞ヶ浦周辺の土器群を研究対象としている
小玉氏と、高花氏の変遷案の対比を下総地域で行うこととしたい。
5）高花氏・小玉氏の変遷案の比較
印旛沼周辺に見られる土器群の中には明らかに常陸や下野に分布の中心があるものが少なからず
存在する。その中でも霞ヶ浦周辺の土器編年に関しては、小玉氏によって検討（小玉 2008）が進
められている。小玉氏は自身の変遷案と高花氏の変遷案を対比し提示している（小玉 2006・2007・
2009）。しかし、両者の併行関係については不明確な部分が多く、なお検討が必要であると考える。
小玉氏も述べているように（小玉 2009）、霞ケ浦周辺の土器と「印手式」の共伴例は少なく、現状で
は検討するのは難しい。小玉氏が挙げた例 8）の他に幾つかの、｢印手式｣ と霞ヶ浦周辺の土器群の出
土事例を挙げ、補足的に検討したい。
高花Ⅰ a・b期及び小玉Ⅰ～Ⅱ段階は、下総地域と霞ヶ浦南岸の分布状況
は共通しているが、千葉県北西部の柏市苅込台遺跡 2号住居跡では、根本式
と考えられる資料が出土しており、千葉県北西部においては、他地域と比
べ土器様相の相違が指摘できる（図 9）。
高花Ⅱ期以降になると、下総地域では「臼井南式」が成立し、下総地域に特有な土器群の分布が確
認されるようになる。荻原長原遺跡 3号住居跡からはⅡ期に特徴的な結節文を多段に施す資料（図
10-2）と、文様要素や口縁部形態から小玉編年Ⅲ段階と考えられる資料（図 10-1）が出土している。
また、石川阿ら地遺跡 006 号住居址からは、F3 類古・C1 類（図 10-6・7）と、文様要素や口縁部形
態から小玉編年Ⅳ段階に比定される資料（図 10-3・4）が出土している。資料が少なく分析不足であ
るが、高花Ⅱ期と小玉編年Ⅲ～Ⅳ段階の一部は接点を持つものと考えておきたい。
次に、高花Ⅲ期との共伴例であるが、向台Ⅱ遺跡 006 号住居址や東峰御幸畑西遺跡 17 号住居跡で
確認されている。向台Ⅱ遺跡及び東峰御幸畑西遺跡 17 号住居跡は、高花Ⅲ期に特徴的とされる C3
類（図 11-1・4）と共に、口縁部及び文様の特徴から小玉編年Ⅳ段階と考えられる資料（図 11-2・3・5）
が出土している。高花Ⅲ期と小玉Ⅳ段階は接点を持つものと考えたい。小玉氏は高花Ⅱ期を自身の変
遷案のⅢ段階、高花Ⅲ期をⅣ段階に併行すると述べているが、高花Ⅱ期の一部は小玉Ⅳ段階に接点を
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C3 類
江原台遺跡 010 住 吉見台遺跡 B地点 17 号住居跡
第 9図　根本式系
第 8図　D1 類 ･D2 類（共伴事例）
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持つように思われる。しかし、依然として資料は不足しており、今後の資料の増加を俟って改めて検
証したい。
6）高花Ⅳ期・小玉Ⅴ段階以降 9）の土器様相について
高花氏はⅣ期以降には、「臼井南式」の系列に属するものは残らない、という立場を取る。小玉氏
はその変遷案に疑問を呈しており、八千代市道地遺跡 55 号住や香取市白井長谷遺跡の例を挙げ、「臼
井南式」の系列下に属する土器が残存すると述べている（小玉 2009）。
このように現在意見が分かれている高花Ⅳ期以降の ｢印手式｣ の土器様相について、下総地域にお
ける住居跡出土事例から検証したい。以下に例を挙げる。
Ⅳ a期
猪鼻城跡
都川流域に所在する猪鼻城跡 7号住居跡からは、素口縁で口縁部に縄文を施文し、刺突列・突起を
施す、小玉Ⅴ段階と考えられる資料（図 12-1）が出土している。共伴する遺物として、口唇部に交互
押捺を施し頸部無文、頸部との境に 3段の結節文、胴部に附加条縄文を施す資料 10）が出土している（図
12-2）。このような特徴を持つ資料は、Ⅱ期以降数は少ないものの、都川流域で主に出土が確認される。
鎌苅遺跡
印旛沼西岸に所在する遺跡である。4号住居跡からは、小玉Ⅴ段階と考えられる資料（図 12-3）が
出土している。これに共伴する遺物として、口縁部に輪積み痕が集約し、結節文が多段に施される
F3´類（図 12-4）が確認されている。
地々免遺跡
千葉県北東部に所在する遺跡である。破片資料ではあるが、SI5 から、口縁部に刺突及び突起を施
す例（図 12-5）と、口縁部に集約された輪積み痕に縄文が施されるF2類（図 12-6）が出土している。
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第 10 図　高花Ⅱ期・小玉Ⅲ～Ⅳ段階の共伴事例
荻原長原遺跡 3号住居跡
石川阿ら地遺跡 006 号住居跡
第 11 図　高花Ⅲ期・小玉Ⅳ段階の共伴事例
向台Ⅱ遺跡 006 号住居跡（1～ 3） 東峰御幸畑西遺跡17号住居跡（4･5）
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Ⅳ b期・小玉Ⅵ段階
Ⅳ b期・小玉Ⅵ段階の指標とされるE1類と確実に共伴する ｢臼井南式｣ の系列下に属するものは、
数は少ないが確認されている。
台方下平Ⅰ遺跡
印旛沼東岸・山武郡・九十九里に所在する遺跡である。20 号住居跡からは、F2 類（頸部に結節文
を多段に施す。図 12-7）と、E1・E2 類（図 12-8 ～ 10）が、8号住居跡からは、F2 類の口縁に突起
を施した資料も出土し、この段階までF2類は残存すると考えられる。
さらに、長田和田遺跡 028 号住居址では、F2 類に比定される口縁部に突起を施した資料と小玉Ⅵ
段階と考えられる資料が出土し、織幡ササノ倉遺跡 SI36 では、小玉Ⅵ段階と思われる資料と F2 類
が出土している。E1類は、一部で古墳出現期とされる時期まで残存する可能性が指摘されている（高
花 2007a）。｢印手式｣ がどの時期に終焉を迎えるかについては、小玉Ⅶ段階の原田北式や十王台式等
との関係も含め、別稿で検討したい。
以上、検討したように高花氏はⅣ期以降 ｢臼井南式｣ の系列下に属するものは残存しないと考えて
いるが、出土事例から考えて、E類が主体となる時期以降にも、｢臼井南式」の系列や E類に属さな
い別系統の「印手式」と考えられるものの共伴が確認された。
3. 下総地域における各期の土器様相について
ここでは上述した変遷上の諸問題の検討を踏まえた上で、下総地域における各期 11）・各地域の ｢
印手式｣ の土器様相について概観したい。地域色が強いとされる下総地域において、大掴みにどのよ
うな出土傾向があるのかを検討し、単発的に見られる異系統と考えられる土器の出土状況を明らかに
したい。
1）Ⅰ a期
Ⅰ a期は高花氏により、A1類（大崎台式）が指標とされる時期である。この時期、千葉県北西部
を除く下総地域において、出土数は少ないものの満遍なく出土が確認されている。A1類単体で出土
することが多く、その他の土器様相は不明確である 12）。後期の土器群の成立も含め、今後の検討課
題である。
印旛沼南岸
猪鼻城跡 7号住居跡
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第 12 図　Ⅳ a・Ⅳ b期の土器様相
鎌苅遺跡 4号住居跡
地々免遺跡 SI5
台方下平Ⅰ遺跡 20 号住居跡
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該期の指標となるA1類は大崎台遺跡 201 号住居址、間野台遺跡 13 号住居址や江原台遺跡Y-12 号
住居跡を挙げることができる。破片資料も含めれば多く確認される。
印旛沼西岸
栗谷遺跡A057 で全形が把握できる資料が出土している他、破片資料ではあるが比較的多くの遺跡
から出土が確認される。
都川流域
戸張作遺跡 28 号住居跡のみで出土している。
印旛沼東岸・山武郡・九十九里
関戸砦跡や東峰御幸畑西遺跡の、遺構外出土資料として報告されている。遺構に伴う例は確認され
ていない。
千葉県北西部
確実にA1類と考えられる資料及び遺構は確認されていない。しかし、上述した通り柏市苅込台遺
跡 2号住居跡では、破片資料ではあるが、根本式系と考えられる資料が出土している。A1類の分布
圏からは外れるようである。
千葉県北東部
谷津堀遺跡A地点等でA1 類と考えられるものが出土している。その他にも、城山 3号墳 SI-1 や
鴇崎天神台遺跡 SI-22 からも破片資料は出土しているが、断片的であり不明瞭である。
2）Ⅰ b期
Ⅰ b期はA2 類が指標とされる時期である。この時期もⅠ a期と分布圏はほぼ変わらないが、Ⅰ a
期の指標とされたA1類に比べて、出土数が極端に少なく、今後はA2類以外の土器群の存在につい
ても検討しなければならないだろう。千葉県北東部や北西部では常陸や下野との関係が考えられる櫛
描文系の土器が出土する例が多い。しかし、破片資料がほとんどである為、詳細な位置付けはできない。
印旛沼南岸
八木宇廣遺跡2号住居跡からA2類が出土している。B2類と共に出土しており、同時期と判断される。
その他にA2類の例は少ない。常陸や下野との関係が考えられる異系統の資料も混じると考えるが、
断片的である。
印旛沼西岸
A2 類の出土は希薄である。船尾白幡遺跡 SI076 で確認され、櫛描文系の土器と共に出土している
13）。
都川流域
A2 類と思われる資料は出土が確認されていない。
印旛沼東岸・山武郡・九十九里
A2 類と思われる資料は出土が確認されていない。
千葉県北西部
向台Ⅱ遺跡 009 号住居址から、A2類・櫛描文系の土器が出土しているが、Ⅰ b期と判断するには
尚検討を要する。この例以外では出土は確認されていない。笹原遺跡 1号住居跡では、縦区画の文様
を施す資料が出土し、Ⅰ b期に併行すると考えられている（小玉 2009）。
千葉県北東部
鴇崎天神台遺跡や地々免遺跡で数は少ないが出土例が報告されている。櫛描文系の土器と共伴して
いる。	
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3）Ⅱ期
印旛沼南岸では｢臼井南式｣が成立するとされる段階である。指標となるF3類古等の分布は鹿島川・
手繰川・高崎川流域に中心があり、出土例が最も多い。その他にも印旛沼西岸、都川流域にもF3 類
古は確認される。しかし、印旛沼南岸に比べ出土数は少ない。
印旛沼南岸
上述した通り、F3 類古の出土が最も集中する地域である。代表的な遺跡としては江原台遺跡や臼
井南遺跡群・小屋ノ内遺跡等が挙げられる。その他にもB2・B3 類や、Ⅱ期に特徴的とされるC1類、
霞ヶ浦周辺に見られる、多種多様な櫛描文系を施す土器が客体的に出土している。
印旛沼西岸
印旛沼南岸と同様に F3 類古の出土が客体的だが確認されている。しかし、印旛沼西岸でこの時期
に主体となるのは C1 類であり、最も多く確認されている。C1 類を主体とし、その他に B類やH類
が客体的に出土する。そこに、霞ヶ浦周辺に見られる、多種多様な櫛描文系の土器が確認される。
都川流域
確認された遺跡数は少ない。F3 類古が確認され、城の腰遺跡 041 からは、口唇部交互押捺で、胴
部に附加条縄文を施し、頸部に多段の結節文を施す資料が確認される。上述したように、Ⅱ期以降の
都川流域に主体的に出土が認められるものである。
印旛沼東岸・山武郡・九十九里
B2 類や C1 類が確認されているものの詳細は不明瞭である。F3 類古や G類古の出土は確認されて
いない。
千葉県北西部
確認されている遺跡数は少ない。千葉県北西部はこの段階に F3 類古の出土は確認されておらず、
主体となっているのは頸部に櫛描文を施す、常陸や下野との関係が考えられる土器群である。我孫子
市岡発戸新田貝塚や柏市苅込台遺跡、幸田原遺跡で出土が確認されている。
千葉県北東部
確認された遺跡数が少なく、詳細な検討はできないが、C1類及び、櫛描文系の資料が確認される。
4）Ⅲ期
F3 類新や F4 類・G類新が指標とされる段階である。また、C3 類や H3 類が特徴的とされる。F3
類新の出土は、前段階と変わらず印旛沼南岸に集中的に見られるものの、Ⅲ期になると、それまで出
土のなかった千葉県北東部や印旛沼東岸・山武郡・九十九里にも出土するようになる。また、千葉県
北西部にも僅かではあるものの、F3 類新が確認される。Ⅲ期の指標とされたC3 類やH3 類は下総一
帯に安定的に出土し、多種多様な櫛描文系の土器群も一定量確認されている。
印旛沼南岸
F3 類新や F2・F3´類の出土が最も多い。その他には C3・D2・H3 類等が確認される。また、櫛
描文系の資料も客体的ではあるが出土している。
印旛沼西岸
F3 類新の出土が確認され、Ⅱ期よりもその出土数は多くなるようである。しかし、G類新や C3・
H類の出土も目立ち、印旛沼南岸と比べF3 類新が多数を占める状況ではない。櫛描文系の資料の出
土がこの時期、他地域と比べ最も多く、代表的な例としては荻原長原遺跡が挙げられる。17 号住居
跡では常陸や下野との関係が考えられる、連弧文を施す資料等が出土している。
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都川流域
Ⅱ期までは確認された遺跡数は少なかったが、この時期に入るとやや増加する。F3 類新の出土は
少なく、C3・D2 類が主体を占めるようである。
印旛沼東岸・山武郡・九十九里
都川流域と同様、Ⅲ期に入ると遺構数がやや増加する。F2・F3 類新・D1・H3 類、その他にも
C1・C3 類が確認される。時期は不明確であるが、台方下平Ⅰ遺跡 75 号住居からは胴部に附加条縄
文が羽状に施される資料が出土し、文様も含めた諸特徴から常陸や下野との交流が考えられる。各期
を通して櫛描文系の資料の出土は少ない。
千葉県北西部
確認された遺跡数は少ない。C314）・H3 類と櫛描文系の資料 15）が確認され、向台Ⅱ遺跡 006 号住
居址では、破片資料の為確実ではないものの、F2類が出土する。F類の出土は希薄である。
千葉県北東部
F3 類新・F2・F4・G類新等の輪積み痕を施す資料が比較的多く、C3・H3 類も確認される。また、
あじき台遺跡 29 号住居址のように、異系統と考えられる、頸部に櫛描簾状文を施すものも出土して
いる。
5）Ⅳ a期
E2 類が特徴的とされる時期である。それまで遺跡数が少なかった、千葉県北西部や北東部で遺跡
数が増加し、全体から見ると遺跡数自体は少ないながらも、下総地域一帯で遺跡の分布が満遍なく確
認される段階である。E2類が下総に斉一的に分布する一方、「印手式」ないし「臼井南式」系列のも
のが僅かに残存しているのがこの段階であると考える。
また、E2 類と考えられるもの以外にも、千葉県北東部のあじき台遺跡等では、長峰式と考えられ
る資料（図 13-1）が出土している。一方Ⅲ期までは、「印手式」の出土例が多く確認された印旛沼南
岸地域や印旛沼東岸・山武郡・九十九里では、小屋ノ内遺跡で E2 類の出土が僅かに確認されるが、
この時期極端に遺跡数が減少する。
6）Ⅳ b期
E1 類を指標とする当該期の遺跡数は少なく、白井長谷遺跡・多々羅堂遺跡・阿玉台北遺跡・台方
下平Ⅰ遺跡・上座矢橋遺跡・江原台遺跡・道地遺跡等が現在確認されている。幾つかの ｢臼井南式｣
の系列下と考えられる資料と共伴するが尚不明瞭である。また、千葉県北東部の長部山遺跡 SI114 で
は、連弧文を頸部に施すものもあり、二軒屋式系の影響が考えられる（図 13-2）。一方で上座矢橋遺
跡や阿玉台北遺跡等では、南関東系と考えられる資料との共伴例が確認されている。「印手式」の終
焉も含めて、Ⅳ b期以降の様相は南関東系との関係から探っていかなければならない。南関東系と
の共伴関係を含め、別稿で詳述したい 16）。
以上、弥生時代後期の下総地域における ｢印手式｣ の出土状況を概観した。主体を占める土器群の
出土傾向には各地域において多少の差があり、遺跡単位で確認されるイレギュラーな例や異系統と考
えられる資料を含む。千葉県北西部に関しては、Ⅲ期までは明確に様相を異にする 17）が、それ以外
では各時期を通して同様な土器群（A1 類・F2 類・F3 類新・G類新・C1 類・C3 類・H類）を共有
していることも事実である。全体的な変遷の流れに大きな齟齬はないものと考える。
弥生時代後期を通して、明らかに霞ヶ浦周辺に分布の中心がある土器群の分布が認められている。
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霞ヶ浦周辺のものと考えられる土器群は「臼井南式」とは分離して考え、小玉氏の変遷案と照らし合
わせることで、ある程度の時期が把握できるものと考える。また、下野のものと考えられる資料も確
認される。このような資料も同様に、分離して考えるべきである。また、高花Ⅳ a期以降、小玉Ⅴ段
階以降についてであるが、高花Ⅳ a期は E2 類が支配的になるとされる。E2 類は素口縁で口縁部に
突起が施されるものである。このような土器の分布の中心は霞ヶ浦周辺に求められ、その変遷につい
ては小玉氏の変遷案を参考にするのが妥当であると考える。高花氏は素口縁と薄い複合口縁との違
いで時期差を考え、Ⅳ a期とⅣ b期とされているが、薄い複合口縁であっても系統の違いによって、
素口縁のものと同時期と考えられるもの（国府台遺跡 SI10 等：図 13-3）もあり、注意を要する。
また、霞ケ浦周辺や下野等の異系統の土器は、在地化・変容するのが常である。例えばあじき台遺
跡 16 号住居址のように霞ヶ浦周辺に分布の中心が求められる突起を持つ土器に、下総に特有の多段
の結節文を施す例（図 13-4）や、大台遺跡 26 号住居の櫛描簾状文を結節文で施す例（図 13-5）は、
故地の規範を忠実に保っているとは言えず、在地化・変容した事例と考える。このような事例は幾つ
もあると思われ、様相は複雑である。これまで幾度となく指摘されたことを再確認することになるが、
複雑に絡まった系統を解き明かし、系統を整理し理解していくことが大きな課題である。
まとめ
以上、｢印手式｣ の変遷上の諸問題を検討し、下総地域内における分布状況を概観した。以下に要
点をまとめたい。
変遷の諸問題について
（1）F・G類の新～古への変遷の妥当性を追認し、F2 類・F3´類の変遷上の位置を再検証した。そ
の結果、F2 類・F3´類はⅢ期に主体的であると考えられた。また、D1類・D2 類に関しても、その
変遷上の位置を検証し、Ⅲ期に主体的であるとし、これらの土器群の分布域についても検討を加えた。
（2）高花氏による、印旛沼周辺域の変遷案と、小玉氏による霞ヶ浦周辺の変遷案との対比を行った。
その結果、両者の変遷案の対比に関して若干の修正が必要である可能性を指摘した。しかし、茨城県
南部の土器群と「印手式」との共伴例が少なく、今後さらなる検討が必要である。
（3）Ⅳ期以降、高花氏は「臼井南式」系列の土器群は残存しない、と述べていたが、小玉氏が指摘す
るように、住居跡の一括遺物を検証した結果、「臼井南式」もしくはそれ以外にも、E類以外の土器
群が残存する様子が確認された。
各期の様相について
（1）Ⅰ期
第 13 図　異系統・変容した土器及び系統の整理を要する資料
1
2
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5
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Ⅰ期は下総地域全体を概観しても、顕著な地域色は認められない。A1類は千葉県北西部で、A2類
に関しては、千葉県北西部や印旛沼東岸・山武郡・九十九里で確認されず、その分布は限られている。
印旛沼南岸ではⅠ期と考えられる資料と B類の共伴が顕著に確認される。Ⅰ b期に関しては、今後
その他の土器群の検証も必要になると思われる。
（2）Ⅱ期
Ⅱ期は、印旛沼南岸でF3類古が成立する段階である。しかし、その出土は印旛沼周辺に限定され、
印旛沼東岸・山武郡・九十九里を含む下総一帯はC1類や櫛描文系の出土が主体的である。
（3）Ⅲ期
Ⅲ期は、F3 類新・G類新が指標とされ、それまでF・G類の出土が確認されなかった地域にもF・
G類の出土を認めることができ、遺跡数自体も最も増加する時期である。F・G類の拡散期とも言え
る時期である。高花氏によりⅢ期の指標とされたC3・H3 類も下総地域全体で確認される。また、Ⅰ
～Ⅲ期を通じて、常陸や下野との関係が考えられる土器群は下総地域内で分布の濃淡はあるものの、
単発的に確認される。
（4）Ⅳ a期　
Ⅳ a期になると、E2 類が主体を占めるようなり、それまで遺跡の希薄であった千葉県北西部でも
遺跡が確認され始める。E2 類の分布の中心は霞ケ浦沿岸にあり、それらが下総地域にも主体的に出
土するようになる。主体は E2 類であるが、複数の ｢臼井南式｣ の系譜が残存し、E2 類以外にも複
数の異系統の土器の出土が確認される。Ⅳ b期以降に関しては、古墳出現期に降る可能性があり、今
後の課題としたい。
各期の様相を概観すると、下総地域は弥生時代後期の各期において、千葉県北西部を除けば、土器
様相に緩やかな地域差を持ちつつ、ある程度下総全体で共通する土器群と変遷の流れを持っている。
しかし、そのような状況の中で ｢栗谷式｣ 等の狭い地域に限定的に認められる土器群や地域色があり、
常陸や下野に分布の中心がある土器群が単発的に出土することが確認された。これらの編年に関して
は、異系統のものや、異系統のものが在地化・変容した土器群が確認されることから、それらの系譜
等を解明し、整理していくべきである、と指摘した。そして、今回は触れなかったが下総地域は分布
の濃淡はあるものの、さらに南関東系の土器群が共伴するというのが実情である 18）。南関東系の土
器との併行関係については別稿で詳述したい。
おわりに
今回、二つの変遷案と各地域の土器様相を検討したが、課題が多く残された。また、本稿は土器の
みを対象としているが、編年の再構築後は、その他の遺物や遺構等を総合的に捉え、社会の実態に迫っ
ていくことが大きな目的である。道は険しいが、今回研究史を踏まえた上で考察を行ったことで、現
在の変遷案の問題点を検証し、より変遷案を精緻化したことと、下総地域の土器様相の一端について
明らかにできたことを成果とし、擱筆したい。
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註
1）1978 年に深沢克友氏が、｢南関東系の土器型式には認められない土器 ｣とした意味合いでの「印手式」という語を便宜的に用いる（深
沢 1978）。
2）例えば「栗谷式」（高花 2006）や「鶴ヶ峰式」（鈴木 1999）が挙げられる。
3） これらの論考以外にも「印手式」は長い研究史を持つ。それらの研究史の詳細については、齋藤瑞穂氏の論考に詳しい（齋藤
2006）。
4） 高花氏は下総地域、特に臼井南遺跡群や江原台遺跡で出土する、頸部に輪積み痕を施し、胴部に附加条縄文を施す例（F 類）や、
C1 類や C3 類に限定して「臼井南式」という名称を使用している。
5）土器の出土状況を検討した結果、ある程度出土傾向が似通う地域毎に区分している。なお、土器の図面は復元資料を 1/8、破片
資料を 1/6 に統一している。
6） F4 類と分類された、輪積み痕部が磨り消されるなど痕跡的となるものも、Ⅲ期と位置付けられている。
7） 小玉氏は、柏市笹原遺跡の資料を F3 類古と位置付けている（小玉 2009）が、破片資料であり、口縁部に押捺を施す例も見られる為、
南関東系の甕との区別が確実にはできない。また、縦区画の文様をもつ資料との共伴関係から F3 類古の可能性を考えているが、
報告書の記載を見る限り、同一遺構からの出土ではない。
8） 註 7で述べた理由から柏市笹原遺跡の例は除外する。
9）小玉氏が変遷の対比で示しているように、高花氏のⅣ a 期は小玉変遷のⅤ段階と対応することとなる。Ⅳ b 期はその諸特徴から
小玉変遷Ⅵ段階以降に略併行するものと考えられる。
10） 猪鼻城跡の資料（報告書図 22-2・3）に関しては、筆者が一部修正・変更を加え再実測・再トレースを行った（加藤ほか 2011）。
11） 霞ケ浦周辺との関係が考えられる資料に関しては、小玉氏の変遷試案（小玉 2008）を援用している。
12） 他にⅠ期の資料としては B 類等が挙げられるが、これらの様相は現状では不明確な為、Ⅰ期に関しては A1・A2 類に絞って論を
進める。
13） 鈴木正博氏はこの出土事例を ｢船尾白幡式 ｣と提唱し、後期初頭に位置付けている（鈴木 2007a）。
14） C3 類ではなく常陸に主に確認される、頸部に櫛描文が施されない類のものの可能性もある。C3 類とは、高花氏にも指摘されて
いるように縦長のプロポーションであること、底部から胴部にかけて直線的に立ち上がること等の他に、複合口縁の下端に押捺
を施すといった特徴があると思われる。しかし、未だ C3 類と区別できる確たる証拠はない。このような特徴を持つ資料は千葉県
北西部に多く確認される。
15） 稔台遺跡からは、霞ヶ浦周辺との関係が考えられる資料が出土しており、Ⅲ期においても常陸との親縁性が強い。
16） 無論、Ⅰ～Ⅳ a期の変遷についても、南関東系の共伴関係からも検討されなければならない。機会を改めて論述したい。
17） 印旛沼周辺地域で検討された変遷案では適用が難しく、別個に検討する必要があると考える。
18）田中裕氏は、下総地域のような交錯した状況、異系統の土器が出土する傾向について、印旛沼西部地域を対象とし、集落の立地
状況や遺物の出土状況等から水上交通を志向した村落群の特徴と考えている（田中 2005）。
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臼井屋敷跡遺跡
林田利之 1996『千葉県佐倉市臼井屋敷跡遺跡－市道Ⅰ -32 号線 ( 吉見工区 ) 埋蔵文化財調査委託－』(『財団法人印旛郡市文化財センター発掘調査報
告書第 107 集』) 佐倉市	
木村寛之 2007『臼井屋敷跡遺跡 ( 第 10 次 ) －臼井屋敷宅地造成に伴う埋蔵文化財調査－』(『財団法人印旛郡市文化財センター発掘調査報告書第 252
集』) 日東建設株式会社
江原台遺跡
高田博・鈴木道之助・大原正義 1977『佐倉市江原台遺跡発掘調査報告書Ⅰ－第 1次・第 2次調査－』財団法人千葉県文化財センター	
佐倉市教育委員会 1977『佐倉市文化財調査報告江原台第 1遺跡発掘調査報告 2』	
内田儀久・田村言行・横田里司・高橋健一 1979『江原台－土地区画整理事業に伴う千葉県佐倉市江原台 1遺跡Ⅱ区の発掘調査報告書－』江原台第 1
遺跡発掘調査団	
財団法人千葉県文化財センター 1980『佐倉市江原台遺跡発掘調査報告書Ⅱ』千葉県教育委員会	
鈴木圭一・布施仁 2005『千葉県佐倉市江原台遺跡』(『財団法人印旛郡市文化財センター発掘調査報告書第 221 集』) 社会福祉法人聖隷福祉事業団
江原埜谷遺跡
加藤貴之 2005『千葉県佐倉市江原埜谷遺跡 ( 第 4 次 ) －江原埜谷宅地造成地内埋蔵文化財調査－』(『財団法人印旛郡市文化財センター発掘調査報告
書第 224 集』) 日東建設株式会社
大崎台遺跡
佐倉市大崎台遺跡B地区遺跡調査会 1985『大崎台遺跡発掘調査報告Ⅰ』	
佐倉市大崎台遺跡B地区遺跡調査会 1986『大崎台遺跡発掘調査報告Ⅱ』
大篠塚遺跡 栗本佳弘・平野元三郎 1970『東関東自動車道 ( 千葉－成田線 ) 関係埋蔵文化財発掘調査報告書』日本道路公団・東関東自動車道遺跡調査団
太田長作遺跡
斎藤毅・宇井義典 2005『千葉県佐倉市太田長作遺跡 ( 第 2 次 ) 特別養護老人ホームはちす苑増築に伴う埋蔵文化財調査』(『財団法人印旛郡市文化財
センター発掘調査報告書第 222 集』) 社会福祉法人愛光
海隣寺於茶屋遺跡 内田儀久・川嶋英彦 1986『海隣寺於茶屋遺跡発掘調査報告書』佐倉市教育委員会
鏑木諏訪尾余遺跡 道澤明・新井和之・飯島伸一 1984『鏑木諏訪尾余遺跡』鏑木諏訪尾余遺跡調査会
萱橋遺跡 米内邦雄 1976『佐倉市埋蔵文化財報告 (2) －志津西ノ台遺跡－』佐倉市
軽沢遺跡 千田幸生・大賀健・及川司・平岡和夫 1986『吉岡遺跡群』山武考古学研究所
曲輪ノ内遺跡
江森幹浩・喜多圭介 1996『千葉県佐倉市曲輪ノ内遺跡 ( 第 2 次 )』(『財団法人印旛郡市文化財センター発掘調査報告書第 109 集』) 財団法人印旛郡市
文化財センター
小屋ノ内遺跡
糸川道行・岸本雅人・古内茂・大内千年・田中裕・西野雅人・渡邊高弘・城田義友 2006『四街道市小屋ノ内遺跡 (2) －物井地区埋蔵文化財発掘調査
報告書Ⅳ－』(『千葉県教育振興財団調査報告第 557 集』) 独立行政法人都市再生機構・財団法人千葉県教育振興財団
清水作遺跡 秋元健一・荒井世志紀・青山博・宮内勝己・渋谷貢・渋谷興平 1986『坂戸遺跡』坂戸遺跡埋蔵文化財発掘調査団・坂戸遺跡調査会
上座矢橋遺跡
末武直則編 1986『千葉県佐倉市第 2ユーカリヶ丘宅地造成地内埋蔵文化財調査報告書－上座矢橋遺跡－』(『財団法人印旛郡市埋蔵文化財センター発
掘調査報告書第 4集』) 山万株式会社
城次郎丸遺跡
小牧美知枝 2010『千葉県佐倉市城次郎丸遺跡 ( 第 7・8・12・13・14 次調査 ) － 3・4・16 太田・高岡線埋蔵文化財整理業務委託』(『財団法人印旛郡
市文化財センター発掘調査報告書第 286 集』) 佐倉市	
小倉和重・青柳好宏 1997『千葉県佐倉市城次郎丸遺跡 ( 第 3 次 )』(『財団法人印旛郡市文化財センター発掘調査報告書第 134 集』) 財団法人印旛郡市
文化財センター
城番塚遺跡 林田利之・中山俊之 1994『千葉県佐倉市城番塚遺跡－佐倉市城地区独身寮建設に伴う埋蔵文化財調査－』佐倉市教育委員会
高岡大山遺跡
財団法人印旛郡市文化財センター 1993『千葉県佐倉市高岡遺跡群Ⅱ』(『財団法人印旛郡市文化財センター発掘調査報告書第 71 集』) 生活協同組合
千葉県勤労者住宅協会・清水建設株式会社
高岡大福寺遺跡
宮内勝己・大沢孝・橋本勝雄・木内達彦・石戸啓夫・斎藤毅・高橋誠・高花宏之・阿部寿彦 1993『千葉県佐倉市高岡遺跡群Ⅰ』(『財団法人印旛郡市
文化財センター発掘調査報告書第 71 集』) 生活協同組合千葉県勤労者住宅協会・清水建設株式会社
高崎新山遺跡 木内達彦・西山太郎・飯島伸一・宮内勝己 1987『千葉県佐倉市高崎新山遺跡発掘調査報告書』印旛郡市広域市町村事務組合水道企業部・常田信平
長道遺跡 秋元健一・荒井世志紀・青山博・宮内勝己・渋谷貢・渋谷興平 1986『坂戸遺跡』坂戸遺跡埋蔵文化財発掘調査団・坂戸遺跡調査会
西の台遺跡 米内邦雄 1976『佐倉市埋蔵文化財報告 (2) －志津西ノ台遺跡－』佐倉市
西御門荒生遺跡A
地区
高谷英一 1995『千葉県佐倉市白池台遺跡・西御門荒生遺跡A地区・西御門荒生遺跡B地区　ちばリサーチパーク開発事業予定地内埋蔵文化財調査 (1)』
(『財団法人印旛郡市文化財センター発掘調査報告書第 90 集』) 財団法人印旛郡市文化財センター
古屋敷遺跡 桑原護・柿沼修平 1977『間野台・古屋敷遺跡発掘調査報告書』( 有 ) 日本歴史出版
間野台遺跡 桑原護・柿沼修平 1977『間野台・古屋敷遺跡発掘調査報告書』( 有 ) 日本歴史出版
向原遺跡 渋谷貢ほか編 1987『寺崎遺跡群発掘調査報告書』佐倉市教育委員会・寺崎遺跡群調査会
六崎貴舟台遺跡
大澤孝編 1989『千葉県佐倉市六崎貴舟台遺跡発掘調査報告書』株式会社建興社	
高橋誠 2001『千葉県佐倉市六崎貴舟台遺跡 ( 第 8 次 )』(『財団法人印旛郡市文化財センター発掘調査報告書第 175 集』) 財団法人印旛郡市文化財センター	
米倉貴之 2010『千葉県佐倉市城次郎丸遺跡 ( 第 6 次 )・六崎貴舟台遺跡 ( 第 6 次 ) －不特定遺跡発掘調査助成事業－』佐倉市教育委員会
渡戸A地点 熊野正也・伊礼正雄 1975『臼井南－千葉県佐倉市臼井南遺跡調査報告書－』佐倉市教育委員会・佐倉市遺跡調査会
渡戸B地点 熊野正也・伊礼正雄 1975『臼井南－千葉県佐倉市臼井南遺跡調査報告書－』佐倉市教育委員会・佐倉市遺跡調査会
八木宇廣遺跡
小谷龍司 1995『千葉県佐倉市八木宇廣遺跡発掘調査報告書』(『財団法人印旛郡市文化財センター発掘調査報告書第 111 集』) 財団法人印旛郡市文化
財センター
吉見台遺跡 田川良 2011『千葉県佐倉市　吉見台遺跡群発掘調査報告書Ⅰ』吉見台遺跡群調査会
吉見台遺跡B地点
林田利之 1997『千葉県佐倉市吉見台遺跡B地点－市道Ⅰ -32 号線 ( 吉見工区 ) 埋蔵文化財調査－』(『財団法人印旛郡市文化財センター発掘調査報告
書第 128 集』) 佐倉市
印旛沼西岸 浅間内遺跡
常松成人 2003『千葉県八千代市市内遺跡発掘調査報告書平成 14 年度』八千代市教育委員会	
中野修秀・常松成人 2007『千葉県八千代市浅間内遺跡・白筋遺跡・沖塚遺跡　八千代市辺田前土地区画整理事業地内埋蔵文化財発掘調査報告書』
八千代市辺田前土地区画整理組合	
常松成人 2007『千葉県八千代市浅間内遺跡発掘調査報告書平成 18 年度』八千代市教育委員会
阿蘇中学校東側遺跡
朝比奈竹男・藤原均 1984『千葉県八千代市　阿蘇中学校東側遺跡Ⅲ』八千代市遺跡調査会	
森本和男 2007『八千代市向境遺跡・雷遺跡・阿蘇中学校東側遺跡－県単道路改良委託 ( 幹線道路網整備 )( 主要地方道千葉竜ヶ崎線埋蔵文化財調査－ )』
(『千葉県教育振興財団調査報告第 562 集』) 千葉県千葉地域整備センター・財団法人千葉県教育振興財団
一ノ台遺跡 村山好文編 1986『平賀　平賀遺跡群発掘調査報告書』平賀遺跡群発掘調査会
井戸向遺跡
藤岡孝司・奥田正彦・田村隆 1987『八千代市井戸向遺跡－萱田地区埋蔵文化財調査報告書Ⅳ－』(『千葉県文化財センター調査報告第 123 集』) 住宅・
都市整備公団首都圏都市開発本部・財団法人千葉県文化財センター
井ノ崎台遺跡
高花宏行 1995『千葉県印旛郡印旛村井ノ崎台遺跡Ⅱ－井ノ崎台地区土取工事に伴う埋蔵文化財調査報告書－』(『財団法人印旛郡市文化財センター発
掘調査報告書第 103 集』) 有限会社米野建材	
進藤康浩・楢木弘子・高花宏行・小谷龍司・日暮冬樹 1994『千葉県印旛郡印旛村　印旛村道山田平賀線予定地内埋蔵文化財調査報告書』(『財団法人
印旛郡市文化財センター発掘調査報告書第 81 集』) 印旛村
上ノ山遺跡 秋山利光 2008『千葉県八千代市上ノ山遺跡－埋蔵文化財発掘調査報告書－』三奈建興株式会社
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卜ヶ前遺跡
飯島伸一・喜多裕明 1992『千葉県印旛郡印旛村　卜ヶ前遺跡－印旛村泉カントリー倶楽部コース造成事業地内埋蔵文化財調査 (1)』(『財団法人印旛
郡市文化財センター発掘調査報告書第 72 集』) 住友不動産販売株式会社
荻原株木遺跡 野村優子 2000『千葉県印旛郡印旛村　荻原株木遺跡』(『財団法人印旛郡市文化財センター発掘調査報告書第 161 集』) 印旛村
荻原長原遺跡
高橋誠・青柳好宏 2000『千葉県印旛村荻原長原遺跡　狢谷塚群』(『財団法人印旛郡市文化財センター発掘調査報告書第 162 集』) 印旛村・財団法人
印旛郡市文化財センター
鎌苅遺跡
石渡典子 2009『鎌苅遺跡－架空送電鉄塔建替に伴う埋蔵文化財調査－』(『財団法人印旛郡市文化財センター発掘調査報告書第 272 集』) 東京電力株
式会社千葉工事センター
上谷遺跡
武藤健一 2001『千葉県八千代市　上谷遺跡（仮称）八千代市カルチャータウン開発事業関連埋蔵文化財調査報告書Ⅱ－第 1分冊－』大成建設株式会
社	
朝比奈竹男 2005『千葉県八千代市　上谷遺跡（仮称）八千代市カルチャータウン開発事業関連埋蔵文化財調査報告書Ⅱ－第 1分冊　本文編－』大成
建設株式会社	
朝比奈竹男・宮澤久史 2005『千葉県八千代市　上谷遺跡（仮称）八千代市カルチャータウン開発事業関連埋蔵文化財調査報告書Ⅱ－第 5分冊－』大
成建設株式会社	
川崎山遺跡
小川和博・大淵淳志 1999『千葉県八千代市川崎山遺跡－埋蔵文化財発掘調査報告書－』川崎製鉄株式会社	
森竜哉 2004『千葉県八千代市川崎山遺跡 h地点－店舗建設事業埋蔵文化財発掘調査報告書－』寺沢　鴻	
森竜哉・中野修秀 2008『千葉県八千代市川崎山遺跡 n地点発掘調査報告書－宅地開発事業に先行する埋蔵文化財発掘調査－』二十一大成住販株式会
社
清戸遺跡 中山吉秀他編 1976『千葉ニュータウン埋蔵文化財調査報告書Ⅴ』千葉県企業庁・財団法人千葉県文化財センター
栗谷遺跡
蕨茂美 2001『千葉県八千代市栗谷遺跡 ( 仮称 ) 八千代カルチャータウン開発事業関連埋蔵文化財調査報告書Ⅰ－第 1分冊－』大成建設株式会社	
宮澤久史・朝比奈竹男 2003『千葉県八千代市栗谷遺跡 ( 仮称 ) 八千代カルチャータウン開発事業関連埋蔵文化財調査報告書Ⅰ－第 2分冊－』大成建
設株式会社	
宮澤久史・朝比奈竹男 2004『千葉県八千代市栗谷遺跡 ( 仮称 ) 八千代カルチャータウン開発事業関連埋蔵文化財調査報告書Ⅰ－第 3分冊－』大成建
設株式会社	
宮澤久史 2004『千葉県八千代市栗谷遺跡 ( 仮称 ) 八千代カルチャータウン開発事業関連埋蔵文化財調査報告書Ⅰ－第 1分冊　本文編－』大成建設株
式会社
源五台遺跡 石坂雅樹 2012『千葉県船橋市　源五台遺跡 (3)』社会福祉法人六親会・船橋市教育委員会
権現後遺跡 阪田正一・加藤修司・橋本勝雄 1984『八千代市権現後遺跡』住宅・都市整備機構公団首都圏都市開発本部・財団法人千葉県文化財センター
境堀遺跡 宮澤久史 2005『千葉県八千代市境掘遺跡 ( 仮称 ) 八千代市カルチャータウン開発事業関連埋蔵文化財調査報告書Ⅳ』大成建設株式会社
作山遺跡 宮澤久史 2010『千葉県八千代市市内遺跡発掘調査報告書平成 21 年度』八千代市教育委員会社会教育課
白幡前遺跡
大野康男・田村隆 1991『八千代市白幡前遺跡－萱田地区埋蔵文化財調査報告書Ⅴ－』(『千葉県文化財センター調査報告第 188 集』) 住宅・都市整備
公団首都圏都市開発本部・財団法人千葉県文化財センター
角田台遺跡
香取正彦 2006『千葉ニュータウン埋蔵文化財調査報告書ⅩⅧ－本埜村角田台遺跡 ( 弥生時代以降 ) －』(『千葉県教育振興財団調査報告第 530 集』)
独立行政法人都市再生機構千葉地域支社千葉ニュータウン事業本部・財団法人千葉県教育振興財団
台畑遺跡
高岡実 1999『台畑遺跡 (2)』(『財団法人船橋市文化・スポーツ公社　埋蔵文化財センター調査報告第 10 集』)	社会福祉法人聖進会・財団法人船橋市文化・
スポーツ公社・埋蔵文化財センター
立田台第 2遺跡
黒沢崇 2010『成田新高速鉄道・北千葉道路埋蔵文化財発掘調査報告書 4－印旛村立田台第 2遺跡・木橋第 2遺跡－』(『千葉県教育振興財団調査報告
第 643 集』) 成田高速鉄道アクセス株式会社・財団法人千葉県教育振興財団
ちぼろく遺跡
喜多圭介 1999『印旛村道鎌苅・師戸線道路建設事業に伴う埋蔵文化財調査　千葉県印旛郡印旛村ちぼろく遺跡』(『財団法人印旛郡市文化財センター
発掘調査報告書第 150 集』) 財団法人印旛郡市文化財センター
天王前遺跡
渋谷健司 1999『千葉県印旛郡本埜村天王前遺跡 ( 第 2 次 ) －本埜村道下島合・天王前線改良工事に伴う埋蔵文化財調査－』(『財団法人印旛郡市文化
財センター発掘調査報告書第 149 集』) 本埜村	
末武直則 1991『千葉県印旛郡本埜村－本埜村道篠山三度山線埋蔵文化財調査報告書－龍腹寺 1号塚・天王前遺跡発掘調査報告書』(『財団法人印旛郡
市文化財センター発掘調査報告書第 47 集』) 本埜村
道地遺跡
田中裕・古内茂・西野雅人 2004『船橋印西線埋蔵文化財調査報告書 2－八千代市道地遺跡－』（『千葉県文化財センター調査報告第 464 集』）都市基
盤整備公団・財団法人千葉県文化財センター	
岸本雅人 2006『船橋印西線埋蔵文化財調査報告書 5－八千代市島田込ノ内遺跡 (2)・間見穴遺跡 (3)・道地遺跡 (2) －』(『千葉県教育振興財団調査報
告第 559 集』) 独立行政法人都市再生機構千葉地域支社・財団法人千葉県教育振興財団	
常松成人 2008『千葉県八千代市市内遺跡発掘調査報告書平成 19 年度』八千代市教育委員会社会教育課	
常松成人 2009『千葉県八千代市道地遺跡 e地点・平戸台 8号墳－資材置場建設に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書－』YAMAテック株式会社
仲ノ台遺跡 村山好文編 1986『平賀　平賀遺跡群発掘調査報告書』平賀遺跡群発掘調査会
夏見大塚遺跡
夏見大塚遺跡調査団 1975『夏見大塚遺跡－夏見台地における集落跡の調査－』明星大学考古学研究部	
中村宣弘・奥富雅之・間宮正光・永嶋正春 1996『千葉県船橋市　夏見大塚遺跡 - 第 10 次発掘調査報告書 -』船橋市遺跡調査会	
石坂雅樹 2008『夏見大塚遺跡 (20)』ダイア建設株式会社・船橋教育委員会
飯山満遺跡 大鷹依子・豊田秀治 1994『八千代市沖塚遺跡・上の台遺跡　他－東葉高速鉄道埋蔵文化財調査報告書』(『千葉県文化財センター調査報告第 245 集』)
平賀山ノ下 10 号墳
大野徳強 1988『千葉県印旛郡印旛村平賀地先土採取場埋蔵文化財調査　平賀山ノ下 10 号墳発掘調査報告書』(『財団法人印旛郡市文化財センター発
掘調査報告書第 25 集』) 有限会社志村興業
平沢遺跡 森竜哉 2011『千葉県八千代市　平沢遺跡 b地点』社会福祉法人鳳雄会・株式会社アップルズ総合計画
船尾白幡遺跡
糸川道行・小笠原永隆・田島新2004『千葉ニュータウン埋蔵文化財調査報告書ⅩⅥ－印西市船尾白幡遺跡－』(『千葉県文化財センター調査報告第477集』)
都市基盤整備公団千葉地域支社・千葉ニュータウン事業本部・財団法人千葉県文化財センター	
中山吉秀他編 1976『千葉ニュータウン埋蔵文化財調査報告書Ⅴ』千葉県企業庁・財団法人千葉県文化財センター
堀尻第 2遺跡
宮重行 2009『成田新高速鉄道・北千葉道路埋蔵文化財発掘調査報告書 2』(『千葉県教育振興財団調査報告第 620 集』) 成田高速鉄道アクセス株式会社・
財団法人千葉県教育振興財団
先崎西原遺跡
寺里和久・吉野真如 2001『千葉県佐倉市先崎西原遺跡　信澄寺霊園増設に伴う埋蔵文化財調査』(『財団法人印旛郡市文化財センター発掘調査報告書
第 173 集』) 宗教法人信澄寺
間見穴遺跡
田中裕・古内茂・大内千年・岸本雅人 2004『船橋印西線埋蔵文化財調査報告書 3－八千代市間見穴遺跡－』（『千葉県文化財センター調査報告第 473 集』）
都市基盤整備公団・財団法人千葉県文化財センター	
岸本雅人 2006『船橋印西線埋蔵文化財調査報告書 5－八千代市島田込ノ内遺跡 (2)・間見穴遺跡 (3)・道地遺跡 (2) －』(『千葉県教育振興財団調査報
告第 559 集』) 独立行政法人都市再生機構千葉地域支社・財団法人千葉県教育振興財団
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松崎Ⅳ遺跡
大内千年・岡田誠造・新田浩三・古内茂・森本和男 2006『松崎地区内陸工業用地造成整備事業埋蔵文化財調査報告書－印西市松崎Ⅳ遺跡・松崎Ⅴ遺
跡－』(『千葉県教育振興財団調査報告第 548 集』) 千葉県企業庁・財団法人千葉県教育振興財団
宮内遺跡
吉林昌寿・内田理彦 1994『千葉県印旛郡本埜村　宮内遺跡発掘調査報告書－本埜村総合運動場建設に伴う埋蔵文化財調査－』(『財団法人印旛郡市文
化財センター発掘調査報告書第 97 集』) 本埜村
向境遺跡 宮澤久史 2004『千葉県八千代市向境遺跡 ( 仮称 ) 八千代カルチャータウン開発事業関連埋蔵文化財調査報告書Ⅲ』大成建設株式会社
向新田遺跡
金丸誠・落合章雄 2002『千葉ニュータウン埋蔵文化財調査報告書ⅩⅤ－印西市向新田遺跡－』(『千葉県文化財センター調査報告第 423 集』) 都市基
盤整備公団千葉地域支社・千葉ニュータウン事業本部・財団法人千葉県文化財センター
向辺田遺跡
宮重行・高橋博文・田形孝一・香取正彦 2009『千葉ニュータウン埋蔵文化財調査報告書ⅩⅩⅠ－印旛村向辺田遺跡－』(『千葉県教育振興財団調査報
告第 621 集』) 独立行政法人都市再生機構千葉地域支社千葉ニュータウン事業本部・財団法人千葉県教育振興財団
武西千駄苅遺跡
末武直則 1990『千葉県印旛郡印西町　武西千駄苅遺跡確認調査報告書』(『財団法人印旛郡市文化財センター発掘調査報告書第 37 集』) 中銀観光株
式会社
役山東遺跡
宮澤久史・朝比奈竹男 2004『千葉県八千代市栗谷遺跡 ( 仮称 ) 八千代カルチャータウン開発事業関連埋蔵文化財調査報告書Ⅰ－第 3分冊－』大成建
設株式会社
谷田木曾地遺跡
雨宮龍太郎・落合章雄 1999『千葉ニュータウン埋蔵文化財調査報告書ⅩⅢ』(『千葉県文化財センター調査報告第 352 集』) 住宅・都市整備公団千葉
地域支社千葉ニュータウン事業本部・財団法人千葉県文化財センター
山田諏訪遺跡
進藤康浩・楢木弘子・高花宏行・小谷龍司・日暮冬樹 1994『千葉県印旛郡印旛村　印旛村道山田平賀線予定地内埋蔵文化財調査報告書』(『財団法人
印旛郡市文化財センター発掘調査報告書第 81 集』) 印旛村
吉高大谷遺跡 吉高大谷遺跡調査会 1981『吉高大谷遺跡』吉高大谷遺跡調査会
吉高浅間古墳
猪股佳二 1994『千葉県印旛郡印旛村　吉高浅間古墳発掘調査報告書－印旛村吉高地区土取工事に伴う埋蔵文化財調査－』(『財団法人印旛郡市文化財
センター発掘調査報告書第 82 集』) 株式会社国土社
吉高家老地遺跡 三浦和信 1976『吉高家老地遺跡－弥生・土師集落址の調査－』吉高家老地遺跡調査会
六反目遺跡
森本和男 2009『印旛村六反目遺跡・広台遺跡・際作遺跡－住宅市街地基盤整備 ( 県道 263 号八千代宗像線埋蔵文化財調査 ) －』(『千葉県教育振興財
団調査報告第 617 集』) 千葉県印旛地域整備センター・財団法人千葉県教育振興財団
ヲサル山遺跡 阪田正一・藤岡孝司 1986『八千代市ヲサル山遺跡』住宅・都市整備公団首都圏都市開発本部・財団法人千葉県文化財センター
都川流域 猪鼻城跡
加藤大揮・小林嵩・佃竜太・松嶋沙奈 2011『千葉市中央区　猪鼻城跡　千葉大学医薬系総合研究棟建設に伴う発掘調査報告書』千葉大学亥鼻地区埋
蔵文化財調査委員会・千葉大学文学部考古学研究室
城の腰遺跡
菊池真太郎・谷旬・矢戸三男編 1979『千葉市城の腰遺跡－千葉東金道路建設工事に伴う埋蔵文化財調査報告 3－ ( 千葉市大宮地区 )』財団法人千葉
県文化財センター
田向南遺跡
小沢洋・田中敏・長谷川真・山田晃弘・山本勇 1984『千葉市文化財調査報告書第 8集　星久喜遺跡発掘調査報告　田向南遺跡発掘調査報告』千葉市
教育委員会社会教育部文化課
戸張作遺跡
菊池健一 1998『千葉市戸張作遺跡Ⅰ』千葉市東寺山第三土地区画整理組合・財団法人千葉市文化財調査協会	
菊池健一 1999『千葉市戸張作遺跡Ⅱ』千葉市東寺山第三土地区画整理組合・財団法人千葉市文化財調査協会
中野台遺跡
白井久美子 2006『千葉市中野台遺跡・荒久遺跡 (4) －独立行政法人都市再生機構千葉寺地区埋蔵文化財発掘調査報告書Ⅴ』財団法人千葉県教育振興
財団
東田遺跡 横田正美 1989『昭和 63 年度　千葉市内遺跡群発掘調査報告書』千葉市教育委員会
東寺山石神遺跡 鈴木道之助・沼沢豊・深沢克友ほか編 1977『東寺山石神遺跡』財団法人千葉県文化財センター
星久喜遺跡
小沢洋・田中敏・長谷川真・山田晃弘・山本勇 1984『千葉市文化財調査報告書第 8集　星久喜遺跡発掘調査報告　田向南遺跡発掘調査報告』千葉市
教育委員会社会教育部文化課
向ノ台遺跡 塚原勇人 2011『千葉市向ノ台遺跡－都県営住宅解体工事事業地内埋蔵文化財調査報告書－』財団法人千葉市教育振興財団・埋蔵文化財調査センター
印旛沼東岸・山
武郡・九十九里
大生城跡
渋谷健司 2001『千葉県成田市　大生城跡・関戸砦跡－県単砂防調査委託 ( 大生地区・関戸地区文化財調査 )』(『財団法人印旛郡市文化財センター発
掘調査報告書第 182 集』) 千葉県成田土木事務所
瓜台遺跡 島立桂・稲見英輔・仲村元宏 2005『瓜台遺跡』(『財団法人山武郡市文化財センター調査報告書第 86 集』) 芝山グリーンヒル株式会社
押畑子の神城跡
末武直則・斉藤主税 1988『千葉県成田市　押畑子の神城跡発掘調査報告書』(『財団法人印旛郡市文化財センター発掘調査報告書第 24 集』) 千葉県
成田土木事務所
押畑広台遺跡
鳴田浩司 2007『主要地方道成田安食線地方道道路改良事業埋蔵文化財調査報告書Ⅲ－成田市押畑広台遺跡－』(『千葉県教育振興財団調査報告第 569
集』) 千葉県県土整備部・財団法人千葉県教育振興財団
上岩橋岩崎遺跡
高花宏行 1996『千葉県印旛郡酒々井町上岩橋岩崎遺跡－酒々井町上岩橋地区土取工事に伴う埋蔵文化財調査報告書－』(『財団法人印旛郡市文化財セ
ンター発掘調査報告書第 110 集』) 公栄リアルエステート株式会社
上引切遺跡
中野修秀 2001『上引切遺跡－金屋郷遺跡群Ⅴ－』(『財団法人山武郡市文化財センター調査報告書第 74 集』) 株式会社ゴールドバレーカントリーク
ラブ
神山谷遺跡
岸本雅人・宮内勝己・本多昭宏 2002『神山谷遺跡 (1) －ひかり工業団地内埋蔵文化財は靴調査報告書Ⅲ－』(『財団法人東総文化財センター発掘調査
報告書第 25 集』) 千葉県企業庁・財団法人東総文化財センター
椎ノ木遺跡
川端弘士・高橋誠・宮文子・林田利之・恩田勇 1987『成田市産業廃棄物処理場予定地内埋蔵文化財調査報告書　椎ノ木遺跡』(『財団法人印旛郡市文
化財センター発掘調査報告書第 15 集』) 株式会社山一商事・財団法人印旛郡市文化財センター
関戸砦跡
渋谷健司 2001『千葉県成田市　大生城跡・関戸砦跡－県単砂防調査委託 ( 大生地区・関戸地区文化財調査 )』(『財団法人印旛郡市文化財センター発
掘調査報告書第 182 集』) 千葉県成田土木事務所
浅間台遺跡 渡辺修一 1996『浅間台遺跡』(『財団法人山武郡市文化財センター調査報告書第 34 集』) 松尾町
台方下平Ⅰ遺跡
松田富美子 2007『千葉県成田市　台方下平Ⅰ遺跡発掘調査報告書－成田市公津西土地区画整理事業地内埋蔵文化財調査－』(『財団法人印旛郡市文化
財センター発掘調査報告書第 248 集』) 成田市公津西土地区画整理組合
宝田八反目遺跡
木川邦夫・寺内博之 1990『平成元年度成田市内遺跡群発掘調査報告書　宝田八反目遺跡　駒井野荒追遺跡』成田市教育委員会	
木川邦夫・寺内博之 1991『平成 2年度成田市内遺跡群発掘調査報告書　駒井野荒追遺跡東和田城跡　宝田八反目遺跡　上福田保町遺跡』成田市教育
委員会
道庭遺跡
有沢要・石本俊則・小高春雄ほか 1983『道庭遺跡』道庭遺跡調査会	
城田義友 1998『東金市道庭遺跡－農業大学校バイテク棟埋蔵文化財調査報告書 2』(『千葉県文化財センター調査報告第 332 集』) 千葉県農林部・財
団法人千葉県文化財センター
東峰御幸畑西遺跡
宮重行・麻生正信・永塚俊司 2000『新東京国際空港埋蔵文化財発掘調査報告書ⅩⅢ－東峰御幸畑西遺跡 ( 空港№ 61 遺跡 ) －』(『千葉県文化財センター
調査報告第 385 集』) 新東京国際空港公団・財団法人千葉県文化財センター
長倉鍛冶屋台遺跡
島立桂・田中万里子 2007『千葉県山武郡山武町　長倉鍛冶屋台遺跡－国道 126 号山武東総道路建設に伴う発掘調査報告書Ⅴ－』(『財団法人山武郡市
文化財センター調査報告書Ⅴ』) 千葉県道路公社
長田和田遺跡
喜多圭介 1989『ニュー東京空港ゴルフ場造成地内埋蔵文化財調査報告書 ( Ⅰ ) 千葉県成田市　長田和田遺跡』(『財団法人印旛郡市文化財センター発
掘調査報告書第 30 集』) 財団法人印旛郡市文化財センター
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松崎白子遺跡 新井和之・道澤明 1985『成田市　松崎白子、大袋台畑・塔之下遺跡発掘調査報告書』成田市松崎・大袋遺跡調査会
松崎山ノ台遺跡
黒沢崇 2009『成田新高速鉄道・北千葉道路埋蔵文化財発掘調査報告書 1－成田市松崎山ノ台遺跡－』(『千葉県教育振興財団調査報告第 618 集』) 成
田高速鉄道アクセス株式会社・財団法人千葉県教育振興財団
千葉県北西部 岡発戸新田貝塚 辻史郎 2009『平成 20 年度市内遺跡発掘調査報告書』(『我孫子市埋蔵文化財報告第 40 集』) 我孫子市教育委員会
大井東山遺跡 高城大輔・井上文男・渡辺健二・吉田敬・江藤隆博 2010『平成 20 年度柏市市内遺跡発掘調査報告書』柏市教育委員会
柏口遺跡 井上文男・間宮正光 2010『柏口遺跡』(『柏市埋蔵文化財調査報告書 65』) 柏市教育委員会
上本郷長者屋敷遺跡 木下正史 1963『松戸市文化財調査報告第 1集』松戸市教育委員会
苅込台遺跡 井上文男・間宮正光 2012『苅込台遺跡 ( 第 2 次 )』(『柏市埋蔵文化財調査報告書 69』) 柏市教育委員会
幸田原遺跡 渡辺健二・井上文男・高城大輔・赤松伸夫・江藤隆博 2008『平成 18 年度柏市市内遺跡発掘調査報告書』柏市教育委員会
国府台遺跡
菊地真・松岡有希子・斉藤一真・小高敬寛・本敦子・芝田英行 2002『千葉県市川市真間国府台遺跡－第 29 地点発掘調査報告書－』国府台遺跡第 29
地点調査会
笹原遺跡 古宮隆信・飯塚博和 1981『千葉県柏市笹原遺跡（1980 年度発掘調査報告書）』笹原遺跡調査会
清水遺跡 大橋生 2010『千葉県松戸市　清水遺跡　第 1地点発掘調査報告書』株式会社地域文化財研究所
下総国府跡 松本太郎・松田礼子 2001『下総国府跡－国府台遺跡緊急確認調査報告書－』市川市教育委員会
宿ノ後遺跡 井上文男 1998『宿ノ後遺跡』(『柏市埋蔵文化財調査報告書 35』) 柏市遺跡調査会
諏訪原遺跡 松戸市教育委員会 1974『諏訪原遺跡』(『松戸市文化財調査報告第 5集』) 松戸市教育委員会
天神台遺跡
井上文男・間宮正光 2007『天神台遺跡・天神台古墳群 ( 第 2 次 )　天神台遺跡 ( 第 3 次 )　天神台遺跡 ( 第 4 次 )　高野台遺跡 ( 第 3・4 次 )』(『柏市埋
蔵文化財調査報告書 60』) 柏市教育委員会
捕込附遺跡 武部喜充・安藤杜夫 1985『寺向・捕込附遺跡』松戸市営白井聖地公園・山武考古学研究所
中馬場遺跡 古宮隆信 ･野村誠二 ･竹崎真夫 1976『中馬場遺跡第三次発掘調査報告書』千葉県柏市教育委員会
根木内台貝塚
井上文男 1991『平成 2年度　市内遺跡発掘調査報告書』柏市教育委員会	
枝川旬 ･中原幹彦 ･井上文男 ･竹崎真夫 1989『昭和 63 年度　市内遺跡群発掘調査報告書』柏市教育委員会
原の山遺跡 越川欣和・大森隆志 2004『原の山遺跡』松戸市遺跡調査会
真木ノ内遺跡 戸谷敦司 2012『白井市埋蔵文化財調査年報－平成 17 年度～平成 22 年度－』白井市教育委員会
狸穴第 1・2遺跡 渡辺健二・井上文男・高城大輔・江藤隆博 2007『平成 17 年度柏市市内遺跡発掘調査報告書』柏市教育委員会
稔台遺跡 峰村篤・千葉寛 1999『稔台遺跡　第 2地点発掘調査報告書』松戸市遺跡調査会
三輪野山向原古墳 増崎勝仁 2008『流山市　三輪野山向原古墳』(『流山市埋蔵文化財調査報告Vol.41』) 流山市教育委員会
向台Ⅱ遺跡 林田利之・高橋誠・末武直則 1991『千葉県印旛郡白井町松戸市営白井聖地公園埋蔵文化財調査報告書　向台Ⅱ遺跡』松戸市
呼塚遺跡
井上文男・大賀健・齋藤武士 2008『呼塚遺跡 ( 第 8 次 )』有限会社勾玉工房Mogi	
大賀健・斉藤武士・渡辺健二 2008『呼塚遺跡第 10 次発掘調査報告書』(『柏市埋蔵文化財調査報告書 63』) 有限会社勾玉工房Mogi
千葉県北東部 あじき台遺跡
橋口定志・小川順一郎・小林克・浜田晋介編 1983『あじき台遺跡　千葉県印旛郡栄町所在遺跡の調査』あじき台ニュータウン造成事業地内埋蔵文化
財発掘調査会
阿玉台北遺跡 矢戸三男・菊池慎太郎・深沢克友・斉木勝 1975『阿玉台北遺跡』千葉県土地開発公社・財団法人千葉県都市公社
岩井安町遺跡
赤塚弘美 1995『岩井安町遺跡－滝のさと自然公園造成工事に伴う埋蔵文化財調査－』(『財団法人東総文化財センター発掘調査報告書第 6集』) 海上
町教育委員会
大台遺跡
宮内勝己・石戸啓夫 1992『栄町立栄中学校校舎増築に伴う埋蔵文化財調査報告書　千葉県印旛郡栄町大台遺跡』(『財団法人印旛郡市文化財センター
発掘調査報告書第 59 集』) 栄町
大畑Ⅱ遺跡
篠原正 1987『－栄町龍角寺ドライブイン建設予定地内埋蔵文化財調査－大畑Ⅱ遺跡』(『財団法人印旛郡市文化財センター発掘調査報告書第 14 集』)
株式会社村樫建設工業
織幡ササノ倉遺跡 平野功 1995『織幡ササノ倉遺跡』(『( 財 ) 香取郡市文化財センター調査報告書第 35 集』) 財団法人香取郡市文化財センター
貝塚長薙遺跡 戸村勝司朗 2005『貝塚長薙遺跡』(『( 財 ) 香取郡市文化財センター調査報告書第 94 集』) 千葉県香取農林振興センタ ・ー財団法人香取郡市文化財センター
酒直遺跡 芝山はにわ博物館編 1986『千葉家印旛郡栄町　酒直遺跡発掘調査報告書』酒直遺跡発掘調査会
白井長谷遺跡 平野功 1988『小見川町内遺跡群発掘調査報告書』(『小見川町文化財報告第 13 集』) 小見川町教育委員会
城山 3号墳 平野功 1997『城山 3号墳』(『( 財 ) 香取郡市文化財センター調査報告書第 52 集』)
地々免遺跡 村山好文・鬼澤昭夫 1998『地々免遺跡』(『( 財 ) 香取郡市文化財センター調査報告書第 65 集』) 財団法人香取郡市文化財センター
タダメキ第 2遺跡
酒井弘志・栗原敦司・小谷龍司・青柳好宏 2000『千葉県成田市　南羽鳥遺跡群Ⅳ　成田カントリークラブゴルフ場造成地内埋蔵文化財調査報告書 ( Ⅳ )』
(『財団法人印旛郡市文化財センター発掘調査報告書第 156 集』) 成田スポーツ開発株式会社
多々羅堂遺跡 栗田則久・小高春雄・田島新・新田浩三・岡田光広 1987『東関東自動車道埋蔵文化財調査報告書Ⅲ - 大栄地区 (2)-』財団法人千葉県文化財センター
館山遺跡 越川敏夫・吉田博之 1992『千葉県香取郡神埼町　館山遺跡』(『( 財 ) 香取郡市文化財センター調査報告書第 13 集』) 株式会社ライフ
鴇崎天神台遺跡 荒井世志紀 1994『鴇崎天神台遺跡』(『( 財 ) 香取郡市文化財センター調査報告書第 26 集』)
仲ノ台遺跡 奥田正彦 1993『千葉県香取郡多古町　仲ノ台遺跡』(『( 財 ) 香取郡市文化財センター調査報告書第 18 集』)
長稲葉遺跡
荻原恭一 1994『下総町長稲葉遺跡　主要地方道成田下総線建設に伴う埋蔵文化財調査報告書Ⅳ』(『千葉県文化財センター調査報告第 251 集』) 千葉
県土木部
長部山遺跡 江尻和正 1991『長部山遺跡』(『( 財 ) 香取郡市文化財センター調査報告書第 5集』)
成井鶴ヶ峰遺跡 伊庭彰一 1988『下総町成井鶴ヶ峰遺跡発掘調査報告書』山武考古学研究所
布野台遺跡 平野功 1989『小見川町内遺跡群発掘調査報告書』小見川町教育委員会
南羽鳥中岫第 1遺跡
宇田敦司・松田富美子 1997『千葉県成田市南羽鳥遺跡群Ⅱ　成田カントリークラブゴルフ場造成地内埋蔵文化財調査報告書 ( Ⅱ )』(『財団法人印旛
郡市文化財センター発掘調査報告書第 133 集』) 成田スポーツ開発株式会社
谷津掘遺跡A地点
酒井弘志・栗原敦司・小谷龍司・青柳好宏 2000『千葉県成田市　南羽鳥遺跡群Ⅳ　成田カントリークラブゴルフ場造成地内埋蔵文化財調査報告書 ( Ⅳ )』
(『財団法人印旛郡市文化財センター発掘調査報告書第 156 集』) 成田スポーツ開発株式会社
第 1表　「印手式」出土遺跡集成表（5）
